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R15a 「あかり」近赤外線分光観測で探る星形成銀河のPAH 3.3 µm放射環境
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宇宙の星形成史を明らかにするためには、個々の銀河における星形成活動の正確な計測が必要である。有効な
計測手段として、星形成領域を取り巻くダストからの赤外線放射を検出する方法がある。これはOB型星が出す
紫外線を吸収したダストによる赤外線での再放射である。しかし、活動銀河核の放射成分の混入があり、星形成
率を過剰に見積もっている可能性があると考えられる。一方、多環芳香族炭化水素 (PAH)は遍在するが、活動銀
河核の硬い放射線によって壊されるため、純粋な星形成の指標になると考えられている。
そこで我々は、「あかり」中間赤外線全天点源カタログで同定した中間赤外超過銀河の「あかり」近赤外線分光

観測を行い、3.3 µmの PAH光度と赤外線光度との関係を調べた。79個の銀河スペクトルの解析結果、47個の
銀河 (z=0.01-0.1)から PAH 3.3 µm 放射を検出した。サンプルに我々の銀河より明るい Imanishi et al. (2008,
2010)の高光度赤外線銀河と超高光度赤外線銀河の観測結果を加え、さらに活動銀河核の支配的な銀河を除いて、
PAH光度と赤外線光度を比較した。PAH光度は、低い赤外線光度 (108 − 1011L⊙)で赤外線光度とよく相関し、
PAHと赤外線光度比が、10−3となることがわかった。しかし、1012L⊙以上ではPAH放射光度が相対的に小さく
なり、PAH光度を星形成率の指標とするには難しいことがわかった。この減少の原因について、減光の影響と、
PAHの環境による破壊、またはもとから存在量が少ないという 3つの可能性を考え、Brαの輝線放射やダスト温
度、質量を用いて PAH 3.3 µmの放射環境を議論する。


